
福祉領域におけるICFを用いた
評価の確立に関する研究

高橋秀人1), 大夛賀政昭2), 重田史絵3)

1)国立保健医療科学院, 
2)国立保健医療科学院医療・福祉サービス研究部,
3)東洋大学ライフデザイン学部生活支援学科

COI開示
演題発表に関連し、開示すべき COI 関係にある 企業などはありません。



第 9 回 厚 生 労 働 省 I C F シ ン ポ ジ ウ ム

【背景】現在国が進めている「未来投資戦略(会議)」等に
おいて, 例えば, 障害者等の就労促進, 生活困窮者等の
就農就労支援, 女性の活躍のさらなる拡大(女性が出産
後もキャリアを継続することができるなど含む)など,「障害者, 
母子, 生活困窮者等」の社会的自立が設定されている. ま
た国の進める福祉・介護施策において, 行政的な立場から
県や市等の事業評価指標が考案されている.
しかしこれらに関し, 個人の達成度等に関するGold 

Standard的な評価指標の検討はあまり進んでいない. 

【目的】ICFの統計・研究ツールへの利用可能性の観点から,
より広く「福祉」領域における評価をICFを用いて確立でき
ないかの検討を行う.

【方法】
(1)①生活困窮, ②障害難病, ③母子児童,の各領域で
用いられる指標

(2)行政施策の指標, 
を, 文献,公開情報より検索し, ICFの観点から整理し(①を
例示),
(3)評価の枠組み, 
を考案する.

【結果】 (次スライドに「①生活困窮」の例を提示)
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例 【結果】(1) 生活困窮者支援

【今後の課題】
①3つの領域(行政, 施設,個人)の比較検討し, 違いと共通要素を明らかにすること
②プロセスの内容を詳細に検討し,アウトカムで出てきているDに対応する支援の可視化

(ICFで表現できるかを検討)
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【結論】
• 「福祉」領域における評価体系として, 3層D-Plusモデルが有用.
• 3層D-Plusモデルの下, 主に(P)プロセス,(O)アウトプットには(E)環境因子, (O)アウトカムとして(D)活動と参加, が分類される. 


